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1. はじめに 
国内で交通事故の発生件数が最も多いのは

交差点で、道路形状別の統計で全体の47[%]を
占める(1)。そのため交差点付近で危険な運転を

行う車両を特定できれば交通事故の軽減が期

待できる。ドローンであれば車両の追跡が容易

と思われるが、航空法で道路上の飛行は禁止さ

れている。これまで著者らは、安全な空域から

道路を俯瞰して撮影した動画像をフラクタル

解析し、画面内に設けた検出領域により車両を

追跡する手法を報告している(2)-(4)が、検出領域

の設置方法は目視に頼っている。本研究では、

意図的に検出領域を伸縮させ、フラクタル画像

特徴との関係を調べることで、車両検出に適切

な検出領域の大きさについて検討を行う。 
 
2. 解析方法 
 本手法では、車両の進行する方向に合わせて

画面内に複数の検出領域を設ける。検出領域は

任意の四角形で、射影変換により同じ大きさの

正方形の画像に変換した後、フラクタル特徴量

の画像特徴距離݀(6),(5)ݍで移動車両を検出する。

すなわち、車両が映っていないフレーム(ナン

バー0)の画像と、他のフレーム (ナンバー

1,2,3,…)における画像との画像特徴距離݀ݍを
求め、比較する画像が同一なら݀ݍ ൌ 0で、画像

の違いが大きいほど݀ݍが増す性質を利用して、

領域内に車両が存在するか判断する。解像度の

等しい2つの画像のフラクタルシーケンスをそ

れぞれܵ ൌ ሼݏ, ,ଵݏ … , ܶ,ெିଵሽݏ ൌ ሼݐ, ,ଵݐ … , ெିଵሽݐ
とすると、画像特徴距離݀ݍは次式で表せる。	

ݍ݀ ൌ ටሺ̅ݏ െ ሻଶ̅ݐ  ∑ ሼሺݏ െ ሻݏ̅ െ ሺݐ െ ሻሽଶெିଵ̅ݐ
ୀ   …（1） 

 ただし、̅ݏ, はそれぞれフラクタルシーケン̅ݐ

スܵ, ܶの平均値を表す。	
これまでの検討で、検出領域内に車両が占め

る割合が大きいほど画像特徴距離は増加し、ピ

ーク時に検出領域内を車両が通過するという

知見が得られている。ここでは先ず、図１に示

す様な検出領域A,Bを設置する。次に、検出領	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

Fig.1 検出領域A,B	
域Aを意図的に幅Δずつ伸ばし、それぞれの画

像特徴距離を求める。以降では説明を簡略化す

るため、幅をΔ,2Δ,3Δ,…と伸ばした場合の表

記をΔ＝1,2,3,…で表すものとし、Δ=0の場合の

画像特徴徴距離との相関係数を求めることで

その差異を調べる。また、幅を5Δだけ伸ばし

た場合は、検出領域Bと等しくなる大きさとし

た（図2参照）。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

Fig.2 検出領域の伸縮 
 
3. 実験結果 
 撮影には、小型のドローン(DJI Mavic Mini) 
を使用した。解像度は 1920 × 1080[pixel]で
フレームレートは30[fps]である。図3に、検出

領域AおよびBにおける画像特徴距離を示す。

同図より、いずれの検出領域においてもピーク

が一つ存在し、観測時間内に各走行車線を通過

した車両は一台であることも確認している。 
一方図4は、検出領域Aの幅をΔごとに変化させ

た際の結果を示す。同図より、幅を広げるにつ
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れて明確な変化を生じることが確認でき、これ

は反対車線を走行する車両の影響によるもの

と推測される。また、表1では、Δに対する画

像特徴距離の相関係数との関係が示されてい

る。表からは、検出領域Aの幅が増加するにつ

れて相関係数が減少する一方、検出領域A1にお

いては検出領域B2との相関係数が、検出領域

A2においては検出領域B1との相関係数が、それ

ぞれ増加する傾向であることが分かる。さらに、

いずれの場合も、ピークの形状に部分的な類似

性が認められる。 
 
4. まとめ 
本研究では、意図的に検出領域を伸縮させ、

画像特徴距離との相関関係について検討した。

その結果、検出領域の大きさを伸ばすほど画像

特徴距離の相関係数は減少し、反対側車線の画

像特徴距離との相関係数は増加する傾向にあ

ることがわかった。今後、より具体的に検出領

域の適切な大きさを決める手法について検討

する予定である。  
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(a) 領域Aにおける画像特徴距離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) 領域Bにおける画像特徴距離 
Fig. 3 画像特徴距離の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) Δ=1における画像特徴距離 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) Δ=5における画像特徴距離 
Fig.4 画像特徴距離の比較 

 
 

 

Table 1 Δと相関係数の関係 
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